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「粕屋フォーラム」の壁画を制作中の
深田さん

完成した「かすやドーム」の壁画

　このコーナーでは、あなたの 
まわりの身近な出来事や話題を 
待っています。 
　電話で結構です。粕屋町広報 
広聴係まで。 

　

２
月
12
日
（
金
）、
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
体
操
選
手
の
田
中
光
氏
を

か
す
や
ド
ー
ム
に
招
き
、
西
幼
稚

園
児
（
参
加
１
０
４
名
）
を
対
象

に
、
平
成
21
年
度
ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
派
遣
指
導
事
業
体
操
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
事
業
は
、
文
部
科
学
省
と

財
団
法
人
日
本
体
育
協
会
が
主
催

す
る
事
業
で
、
体
を
動
か
す
こ
と

の
楽
し
さ
や
、
正
し
い
生

活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ

と
の
大
切
さ
、
ま
た
、
ス

ポ
ー
ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
ト

ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
自
ら
の

豊
か
な
経
験
や
卓
越
し
た

技
術
を
も
と
に
指
導
を
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

態
度
・
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

は
、
田
中
氏
か
ら
体
操
の

基
礎
で
あ
る
「
跳
ぶ
」「
回

る
」
な
ど
の
動
作
を
、
子

ど
も
た
ち
の
好
き
な
音
楽

に
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
の

後
、
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
の
仕

方
な
ど
の
指
導
を
受
け
て

い
ま
し
た
。 

元オリンピック選
手の田中光氏によ

る

　「体操教室」を開
催元オリンピック選
手の田中光氏によ

る

　「体操教室」を開
催元オリンピック選
手の田中光氏によ

る

　「体操教室」を開
催元オリンピック選
手の田中光氏によ

る

　「体操教室」を開
催

　

最
後
に
、
田
中
氏
に
よ

る
模
範
演
技
が
披
露
さ
れ

る
と
、
子
ど
も
た
ち
や
保

護
者
か
ら
も
、「
か
っ
こ
い

い
」「
す
ご
い
」
と
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
田
中
氏
は
「
子

ど
も
の
こ
ろ
、
逆
上
が
り

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ

つ
こ
つ
と
あ
き
ら
め
な
い

で
続
け
る
こ
と
で
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な

も
あ
き
ら
め
な
い
で
続
け

て
ほ
し
い
。」
と
、
自
身
の

経
験
を
交
え
て
話
し
て
あ

り
ま
し
た
。 

 

　

２
月
上
旬
に
着
手
さ
れ
て
い
た
Ｊ

R
長
者
原
駅
北
側
通
路
（
香
椎
線
高

架
下
通
路
壁
面
）
に
、
こ
の
程
壁
画

が
完
成
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
壁
面
に
は
、
仲
原
小
学
校
の

児
童
が
パ
ネ
ル
に
描
い
た
絵
が
掛
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
長
年
の
風
雨

な
ど
に
よ
り
、
パ
ネ
ル
の
痛
み
が
ひ

ど
か
っ
た
た
め
、
粕
屋
町
役
場
職
員

が
撤
去
し
清
掃
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
見
た
深
田
さ
ん
か
ら
こ
こ
に

壁
画
を
描
か
せ
て
ほ
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。 

　

深
田
さ
ん
は
、
大
学
の
芸
術
学
部

で
学
ん
で
あ
る
研
究
生
で
、
粕
屋
町

花
ヶ
浦
区
の
深
田
泰
介
さ
ん
が 

　

Ｊ
Ｒ
長
者
原
駅
通
路
壁
面
に 

　
　
　
　
　

す
ば
ら
し
い
壁
画
を
制
作 

の
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
か
す
や
ド

ー
ム
」
と
「
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
描

い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

粕
屋
町
と
ア
ー
ト
業
界
を
盛
り
上

げ
た
い
！
と
い
う
思
い
か
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。 

　

出
来
上
が
り
は
、
と
て
も
シ
ン
プ

ル
か
つ
力
強
く
す
ば
ら
し
い
壁
画
で

す
。 

　

ま
た
、
壁
画
の
中
に
は
12
匹
の
て

ん
と
う
虫
が
隠
れ
て
い
る
そ
う
で
、

皆
さ
ん
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。 
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２
月
24
日
（
水
）、
粕
屋
中
央

小
の
児
童
が
、
酒
殿
区
の
社
会

福
祉
法
人
「
緑
の
里
」
に
車
イ

ス
１
台
を
寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
寄
贈
は
、
粕
屋
中
央
小

学
校
の
児
童
が
、
青
少
年
赤
十

字
事
業
を
実
践
し
た
も
の
で
、

月
に
１
回
ア
ル
ミ
缶
な
ど
を
1

年
間
に
わ
た
り
収
集
し
た
収
益

金
で
車
イ
ス
を
購
入
し
寄
贈
し

た
も
の
で
す
。 

スマイルウォーキング会（健康かすや21運動チーム）が
福岡県から「健康運動推進実践グループ奨励賞」を受賞しました

　

当
日
は
、
学
校
を
代
表
し
て

５
・
６
年
生
20
名
が
「
緑
の
里
」

を
訪
問
し
、
手
渡
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、①
生

命
と
健
康
を
大
切
に
し
、
互
い

の
尊
厳
を
尊
重
で
き
る
子
ど
も

に
な
る
こ
と
②
進
ん
で
隣
人
の

た
め
に
奉
仕
す
る
子
ど
も
に
な

る
こ
と
③
世
界
の
子
ど
も
た
ち

と
仲
良
く
で
き
る
子
ど
も
に
な

る
こ
と
を
実
践
目
標
に
掲
げ
、

ま
た
「
気
づ
き
」「
考
え
」

「
実
行
す
る
」
の
３
つ
を

態
度
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

　

子
ど
も
た
ち
が
「
ア
ル

ミ
缶
を
集
め
て
購
入
し
た

こ
の
車
イ
ス
を
有
効
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。」
と

手
渡
し
す
る
と
、
施
設
長

か
ら
「
い
つ
も
福
祉
用
具

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
感
謝
状
が
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

 

粕
屋
中
央
小
学
校
児
童
が　

　
「
緑
の
里
」に
車
イ
ス
を
寄
贈

粕
屋
中
央
小
学
校
児
童
が　

　
「
緑
の
里
」に
車
イ
ス
を
寄
贈

粕
屋
中
央
小
学
校
児
童
が　

　
「
緑
の
里
」に
車
イ
ス
を
寄
贈

＊会への参加は、健康づくりに関心のある住民の方はどなたでも参加できます。現在会員は約30名。 
　皆さん、一緒に歩いて健康づくりしませんか。詳しくは粕屋町健康センター（☎938－2311内線524）まで。 

　2月22日（月）、スマイルウォーキング会が奨励賞を
受けた報告のために、篠﨑町長を表敬訪問いたしました。 
　この受賞は、平成16年から5年以上の継続した健康づ
くりの活動が高く評価され、今回の受賞となりました。 
　スマイルウォーキング会では、町内のウォーキングマ
ップの作成や、月に2回健康センターに集まり、町内の
ウォーキングコース（6コース）や駕与丁公園を歩いてい
ます。 
　表敬を受けた篠﨑町長からは、「今後も長く続けてくだ
さい。」と今後の活動に期待の言葉がありました。 

ひな人形づくりに
　　　小学生などが挑戦

　

２
月
27
日
（
土
）、「
ひ
な
人
形
づ
く

り
教
室
」
が
粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　

こ
の
教
室
に
、
午
前
中
は
、
５
歳

か
ら
小
学
生
と
保
護
者
計
20
人
が
参

加
し
て
、
図
書
館
職
員
の
指
導
の
も

と
色
紙
を
使
用
し
て
、
男
び
な
（
ラ
イ

オ
ン
）
と
女
び
な
（
う
さ
ぎ
）の
ひ
な
人

形
づ
く
り
に
挑
戦
い
た
し
ま
し
た
。 

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
友
だ

ち
と
協
力
し
て
ひ
な
人
形
づ
く
り
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　

午
後
か
ら
は
、
大
人
の
方
20
名
が

「
さ
げ
も
の
型
紙
」
と
布
を
使
用
し
て
、

桔
梗
・
絵
馬
・
宝
袋
・
桃
・
紅
葉
・
ひ

ょ
う
た
ん
の
「
さ
げ
も
の
」
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。 

　

参
加
さ
れ
た
方
た
ち
は
、
細
か
い

手
作
業
に
久
し
ぶ
り
に
集
中
さ
れ
、

中
に
は
「
難
し
い
で
す
ね
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 
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国民年金保険料の 
納付が困難なときは 学生の皆さん 学生の皆さん 

「学生納付特例」 「学生納付特例」 の手続を！ 

学生納付特例とは… 　 
●学生で所得がない場合や少ないことにより保険料を納められな
い場合は、粕屋町国保健康課年金係窓口で申請し、年金事務所
が審査・承認すると、その期間の保険料の納付が猶予されます。 

申請できる方は… 　　 
●大学(大学院)、短大、高等専門学校、高等学校、専修学校、各種専門学校など、日本年
金機構が認めた学校に在学している方。 
●学生本人の前年の所得が118万円以下の方。 

学生納付特例の承認を受けると… 　　 
●学生納付特例の承認期間中に万一の事故や病気で障害が残った場合でも、一定の要件を
満たしていれば「障害基礎年金」が受けられます。 
●学生納付特例を受けた期間は、老齢基礎年金を受けるための受給資格期間に算入されま
す。（年金額には反映されません。） 

●学生納付特例を受けた期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納付（追納）で
きます。（２年を過ぎると加算金がつきます。） 

申請のときに持ってくるものは… 　　 
●年金手帳 
●平成22年度有効の学生証又は在学証明書（コピー可） 
●認め印 

申請は毎年必要です。 承認期間は、平成22年４月から平成23年３月まで。 

<<<　国民年金保険料の納付は口座振替で　>>> 
当月末の
口座振替
【早割】

保険料を当月末の口座振替【早割】にすると 
月 ５々０円（年間６００円）のお得 

毎月、現金で 
納付する場合 

４
月
分 

15,100円 

５月末までに納付 

◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当月分（50円割引）の２か
　月分の保険料を引落しさせていただきます。その後は当月分（50円割引）の１か月分の引落しとなります。
◎保険料額は22年度の額です。
●問い合わせ　年金ダイヤル ☎0570－05－1165又は東福岡年金事務所 ☎651－7129
　　　　　　　　　　　　　 粕屋町国保健康課年金係 ☎938－2311 内線443・444

★月末が休日の場合は、翌営業日が引落し日となります。 

５
月
分 

15,100円 

６月末までに納付 

６
月
分 

15,100円 

７月末までに納付 

口座振替【早割】 
にした場合 
（５月分からの例） 

４
月
分 

15,100円 
５
月
分 

15,050円 
６
月
分 

15,050円 

★６月末に引落し ★５月末に引落し 

50円割引50円割引50円割引 50円割引50円割引50円割引
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※電話番号を確認の上、お掛け 
　ください。 教室案内 教室案内 

お知らせ お知らせ 

　　粕屋町総合体育館（かすやドーム） 
　　　　　粕屋町駕与丁3-2-1 

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…） 

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h 
　　　　　　　　　　  

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります 

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００ 
　　　　　　　土・日・祝日　９：００～２１：００ 
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで） 
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０ 
　　　　　　　土・日・祝日１０：００～２０：３０ 
 

営
業
時
間 

携帯からもアクセス可 

◎平成22年度かすやドーム「新教室」登場
　  軽体操室・体育館(アリーナ)・こどもスポーツなどスタートします

◎４月よりプールの営業時間(土･日･祝)が変わります
　　閉館時間(土・日・祝)19:30 ⇒ 20:30　　(平日)21:30通常通り

◎お得な定期券やレインボーパス　好評発売中　
　　お得な定期券で運動習慣をつけませんか

★施設利用料 (2時間） 
・体育館（当日2時間）及び 
 トレーニング室 
　300円　一般 
　150円　高校生・65歳～ 
・プールアリーナ 
　400円　一般 
　300円　高校生 
　200円　小・中学生・65歳～ 
　100円　幼児 

施設利用料 

水泳帽が 
必要 

　…休館日　その他は全て開館 
○…祝日　営業日（教室は休み） 

日 月 火 水 木 金 土 
1 
8 
15 
22 
29 

 
5 
12 
19 
26 

 
6 
13 
20 
27 

 
7 
14 
21 
28 

2 
9 
16 
23 
30 

 
4 
11 
18 
25 

3 
10 
17 
24 

４月のかすやドーム開館日 こどもの日 
かすやドーム杯 第3回ドッジボール大会 ５/５(水)祝日 開催 
日　時：５月５日(水) 祝日　９：３０受付開始　 
対　象：小学生 
参加費：１人につき１００円（参加賞・傷害保険料込み） 
申込期間：４月６日(火)～４月30日(金)まで 
・８人制（１チーム, ８～12人でエントリー)【定員24チーム】 
・所定の申込用紙でお申し込みください。 
＊定員に達ししだい締切ります。 
＊詳細は粕屋町総合体育館(かすやドーム)までご連絡ください。 
 

22年度こどもスポーツ
100円スポーツ（100スポ）17:00～18:00 
スポーツの出会いの場　100円でいつからでも参加できます。
　【新学期４月からは以下のメニューで行います】
火…女子限定クラス（全学年）　　　　　　　　
水…全学年(男女）クラス
金…１年生限定クラス(1年生のみ)　　　
※木曜日はお休みです

こどもスポーツ教室 月会費制

ステージ１(水) 16:30～17:30 月/1,000円
ステージ２(水)・(金) 17:30～19:00 月/1,500円(週2回)
  月/1,000円(週1回)
ステージ３(水)・(金) 18:00～20:00 月2,000円

ステージ１(木)　17:00～18:00 月/1,000円
ステージ２(火)　17:30～19:00 月/1,000円
ステージ３(木)　18:00～20:00 月/1,500円

ステージ1・2(火)　17:30～19:00　月/1,000円

：かけっこ・ソフトバレー 
：かけっこ 
：かけっこ・運動会競技 

料金：1回 100円 
必要なもの：体育館シューズ・飲み物 

◎ハンドボール　対象：小学1年生～6年生

◎フットサル　対象：小学1年生～6年生

◎バレーボール　対象：小学1年生～6年生

毎週金曜　17:30～19:00 月/3,000円(月4回の場合)
場所：武道場　対象：小学生(1～6年生)

◎ブラジリアン柔術　※4月～新教室

　初めてトレーニング室を利用されたい方は、まず 
　初回トレーニング講習会を受講しましょう。 
 【時間帯】 
 平　日　①11：00　②13：00　③15：00　④19：00 
 土日祝　①11：00　②14：00　③17：00 
 【料金(初回のみ)】 　 施設利用料＋200円(講習会受講料) 
 ※開始10分前までに体育館受付まで 
　 体育館シューズ・トレーニングウエアが必要になります。 

（ご利用は高校生以上～） トレーニング室 

軽体操室 4月からの教室スケジュールが新しくなります。

・フリープログラム(20分)
・ショートプログラム(40分)
・レギュラープログラム(60分)
・シルバープログラム(40分)

教室受講料　

※軽体操室での教室受講は、必ずトレーニング修了証が必要になります。 

・・・施設利用料のみ
・・・施設利用料＋200円
・・・施設利用料＋500円
・・・65歳以上の方：施設利用料のみ
　　 一般の方：施設利用料＋200円

このページに関する問い合わせは、かすやドーム（☎939-5130）又は、ホームページなどでご確認ください。 
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■開館時間　　　9：00～22：00 
■予約受付時間　9：00～21：00 

■ホームページアドレス　　　　　　　◎4月5日(月)は休館日です。 
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html 

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで 

フロアコンサートは、２階ラウンジにて開催する 
鑑賞無料のコンサートです。お気軽にお越しください。 

※催し物は変更・追加及び中止することが
　あります。あらかじめご了承ください。

・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

大人 ￥1,500 (当日券 ￥1,800) 

スウィングストリートジャズオーケストラ 
☎090-4900-0537 

(コンサート事務局 11：00～19：00 火曜休み) 

高校生以下 ￥1,000  
    ※膝抱きできる幼児は無料 

☎080-1492-7115
☎938-6042・☎938-5585

17 
日 
(土) 

３ 
日 
(土) 

３ 
日 
(土) 

4月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

問い合わせ 

予約・問い合わせ 

チケット申込み・問い合わせ 

Spring Concert Vol.5

総会
粕屋町文化協会

第18回　芸術祭
ステージ発表

開場  18：30　開演 19：00

春のコンサート2010

１ 
日 
(土) 

２ 
日 
(日) 

5月の催し物 
開催日 会場催 事 名  

開演 14：30

25日　10：00～
展示

25日　9：00～17：00
24日　9：00～22：00

☎938-2681　鈴木 

問い合わせ 演歌の花道
☎938-2990 

24 
日 
(土) 

25 
日 
(日) 

18 
日 
(日) 

・ 

唄の集い

ピアノ発表会

カラオケステージ花道

開場  9：30　開演 10：00

開場  12：15　開演 12：30

第２回
いすぽん・ピアノコンサート

開場 11：30　開演 12：30 
大人 ￥2,000 (当日 ￥2,500)
小学生以下 ￥1,000 (当日 ￥2,000)

コンサート開催事務局 

サンレイクからのお願いです 

4月24日(土)・25日(日)　さくらホール・多目的ホール 

粕屋町文化協会　第18回芸術祭 

問い合わせ 

☎938-3540 
粕屋町文化協会 

鈴木 

ステージ発表ステージ発表ステージ発表
25日　10：00～25日　10：00～25日　10：00～

展示展示展示
24日　 9：00～22：0024日　 9：00～22：0024日　 9：00～22：00
25日　 9：00～17：0025日　 9：00～17：0025日　 9：00～17：00

入場 
無料 

多くの方のご来場をお待ちしております。 

4月7日(水)　14：00～ 

スプリングコンサート 

5月30日(日)　18：00～ 

＜出演＞竹和 
夕暮れコンサート 

さくらをバックに、 
大正琴やハーモニカの 
演奏をお楽しみください。 

初の夕暮れコンサートです。 
夕暮れ時を尺八の調べで 
過ごしてみてはいかがですか。 

1月24日(日) 2月21日(日) 
K&T Piano Duoコンサート ピアノ絵本コンサート 

両日とも多くの方にご来場いただきました。 
次回のコンサートへのご来場もお待ちしております。 

　小さなお子さまが館内で大声で騒いだり、走り回ってい
る光景をみかけます。転ぶとケガをしたり、衝突したりし
てほかの来館者のご迷惑になります。保護者の方は、な
るべくお子さまから目を離さないようにしてください。 
　利用者の皆さまのご協力をお願いいたします。 
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館内整理日 

 

休 館 

休 館 

休 館 

休 館 

日 火 月 木 水 金 土 

４ が  つ  は、休館日です。 

3 

10 

17 

24 

 

 

4 

11 

18 

25 

 

5 

12 

19 

26 

 

 

6 

13 

20 

27 

 

 

7 

14 

21 

28 

2 

9 

16 

23 

30 

 

1 

8 

15 

22 

29 

 
振替休館日 

春の

No.118 

10：00～18：00（火・水・木・土・日） 
10：00～19：00（金曜日のみ）　 

開館 
時間 

粕屋町立図書館　☎939－4646  
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/ 
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html 

問 い合わせ 
HPアドレス 
携帯版ＨＰアドレス 

図書館が閉まっているときは、ブックポストに本だけを
入れてください。ビデオ・ＤＶＤ・カセットテープ・ＣＤは、
破損の原因になりますのでブックポストに入れること
はできません。ご理解とご協力をお願いいたします。 

「シンデレラマン」 

　ユニークな作品で子どもたちに大人気の絵本作家、「長谷川義史」さんの
講演会を予定しています。　
　　日　　時：4月18日（日）　午後2時～午後3時30分
　　サイン会：午後3時30分～（予定）
　　　※時間の都合上、当日先生の本をご購入された方に限ります。
　　場 　 所：粕屋フォーラム2階　視聴覚室
　　定  　員：80名　　対　象・5歳児以上（要申込み・先着順）
　　託児あり／定員15名・要申込み（10か月児～未就学児まで）
　　申込受付：4月3日（土）～電話申込み可
　　　※詳しくは、図書館までお尋ねください。

長谷川義史講演会長谷川義史講演会長谷川義史講演会

　かつてボクシングのスター選手だったが、引退を
余儀なくされ、日雇いの肉体労働で妻子を養うジム。 
　再びリングに上がるチャンスを得た彼は、奇跡的
に世界ランク2位の強豪を倒し、やがて世界チャン
ピオンとの試合に挑むことになる。骨太な感動作。 
●日時　4月10日（土） 
　　　　午後1時30分～午後4時 
　　　　（上映時間約2時間30分） 
●場所　粕屋フォーラム　２階視聴覚室 
 

★今月のおはなし会★ 

2005年 アメリカ作品 
出演：ラッセル・クロウ 
　　　レニー・ゼルウィガー　ほか 

いろはのかるた奉行 
長谷川義史／講談社 

日　時：4月11日（日）
場　所：粕屋フォーラム2階視聴覚室
●ちいさい子向け　午前11時～（約30分）
　<上映作品>「はらぺこあおむし」ほか
●小学生向け　午後2時～（約85分）
　<上映作品>「ウォレスとグルミット
　　　　　　　　　　　　　～野菜畑で大ピンチ～」
　　・申込み不要／入場無料です
　　・年齢にかかわらずどちらの作品も鑑賞できます。
　　・上映作品が変更になることもあります。

こどもシネマ 
子育て中の方、子育てが終った方、 

小さい子への読み聞かせを体験してみませんか。 
子どもさん同伴大歓迎です。 

日　時： 5月14日・21日・28日・6月4日（金曜日） 
　　　　午前10時10分～午前10時50分 
場　所：粕屋フォーラム　2階視聴覚室 
講　師：メルヘンフレンズ 
内　容：赤ちゃん向け・小さい子ども向けの絵本の 
　　　　選び方、手遊び歌　など 
参加費：無料 
申込み：粕屋町立図書館　　　　  ☎939-4646 
　　　　メルヘンフレンズ／満行　☎939-1330 
主　催：メルヘンフレンズ 
　　　　（粕屋町立図書館・読み聞かせボランティア） 
後　援：粕屋町立図書館 
 

場所：粕屋町立図書館１階　おはなしのへや 

　　　　☆あかちゃん向けおはなし会☆ 
第1・第3金曜日　午前11時から　4月2日・16日 
　　　　☆ちいさい子向けおはなし会☆ 
第2・第4金曜日　午前11時から　4月9日・23日 
　　　　☆おおきい子向けおはなし会☆ 
毎週土曜日　午前11時から　4月3日・10日・17日･24日 
　　　　☆小学生向けおはなし会☆ 
第1・第3日曜日　午後3時から　4月4日・18日 

～絵本で楽しく～ 
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　下水道の使用を開始されますと毎月の汚水の排出量に応じて下水道使用料を納めていただきます。 

◎「水道水だけを使用される場合」 

　水道の使用水量を汚水の排出量とします。 

◎「井戸水だけを使用される場合」 

　家事専用に使用される場合は、１人１月10㎥、１人 

　増すごとに５㎥、４人以上の世帯は月25㎥を認定 

　水量とします。 

◎「水道水と井戸水を併用される場合」 

　水道水と家事専用の井戸水を併用される場合は、水道の使用 

　水量と井戸水だけを使用される場合の認定水量を比較して、 

　いずれか多い方を汚水の排出量と見なします。 

 

　今後とも町民の皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

※公共下水道についての問い合わせは、粕屋町上下水道課（☎９３８ー２３１１・内線４５４）にお尋ねください。 

平成22年度　粕屋町公共下水道事業受益者負担金賦課区域 

平成21年度まで受益者負担金 
賦課済区域 

平成22年度受益者負担金 
賦課区域 

・大字江辻の一部 
・大字戸原の一部 
・大字仲原の一部 

・大字酒殿の一部 

受益者負担金賦課区域 
平成21年度に工事が完了し、平成22年
度から公共下水道が使用できる区域の
土地の所有者に申告していただき、負担
金を賦課することにしています。 

下水道使用料 
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４月から公共下水道の使用 
できる範囲が拡大します 
～3年以内に水洗化改造工事をしましょう～ 

　粕屋町では、快適な生活環境づくりを目指して、昭和62年より公共下水道事業に着手し、平成37
年度（全体計画目標年度）の完成を目指し事業の推進を図っています。 
　下水道は、くみ取り便所の水洗化により生活が便利になるだけでなく、河川・海などの水質環境
の保全、洪水など水害の防止、感染症発生の防止などにも重要な役割を担っています。 
　しかしその役割は、各家庭が排水設備の工事を行い下水道に接続しなければ十分に果たせません。 
　そのため下水道法でも、下水道本管工事が終わり供用が開始された日から3年以内にくみ取り便所
を水洗化することが義務付けられています。 
　下水道の供用が開始されましたら、1日も早く排水設備の工事を行い、水洗便所に改造していただ
きますよう、皆さまのご理解とご協力をお願いします。 
　皆さまのご協力により、約36,000人（平成21年度末現在）の方に公共下水道を利用していただい
ていますが、次の区域が平成22年4月1日より新たに下水道の使用が可能となります。 
　大字江辻・大字戸原・大字仲原・大字酒殿の各一部の区域 
 
　公共下水道処理開始の区域（使用できる区域）になりますと、次のような経済的負担をお願いする
ことになります。 

◎下水道の便益性や利用価値を受ける下水道事業区域の皆さまに、下水道建設費用の一部を負担していただく

　のが「受益者負担金」制度です。 

◎負担金は、土地の面積に応じて負担していただくもので、一回限りのものです。負担金を納付された後は、

　徴収することはありません。 

　「負担金は１㎡当り400円」です。 

◎負担金を一括して前納されますと、最大18パーセント程度の報奨金が交付され、この場合は報奨金を差し引

いた金額で納めていただくことになります。 

◎負担金は５年分割で、さらに年４回の納期に分けて納めていただきます。 

◎農地などについては、負担金の納入が一定期間猶予されますので、申告といっしょに申請が必要です。 

 

 

◎公共ますへ接続するまでの宅地内排水設備の工事費用は、すべて自費となります。 

◎処理開始日から３年以内に水洗化工事（くみ取り便所・風呂場・炊事場・洗濯場など）をしていただくことに 

　なっております。 

◎工事については、町が指定した「排水設備指定工事店」で施工していただきます。 

◎「指定工事店」を選定していただくと、工事に伴う申請書類の作成や届出などの手続の一切を「指定工事店」

が代行いたします。 

◎工事費を一時に負担することが困難な人、その他一定の要件を満たしている人に対して、町が指定した金融

　機関からの融資のあっせんを行い、融資金に伴う利子の助成（利子の１／２）をいたします。ただし、処理開

　始日から３年以内に水洗便所に改造する方に限ります。 

◎自己資金で工事をされた方には、奨励金を交付します。ただし、処理開始日から３年以内に水洗便所に改造

　する方に限ります。 

受益者負担金 

水洗便所などの排水設備工事 
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開業日 303日/年 開業日 362日/年 

休業日 62日/年 休業日 3日/年 

◎北筑昇華苑（葬祭場）の開業日が増えました。◎北筑昇華苑（葬祭場）の開業日が増えました。◎北筑昇華苑（葬祭場）の開業日が増えました。

　4月1日から休業日を年間3日に変更します。 

　　◎1月1日 

　　◎葬炉の定期点検などの2日間 

　　　（Ｈ22年度は、5月18日・10月19日） 

　　　　これまで休業日の翌日の利用申し込
みが大変多く、利用者の皆さまにご不自由を
かけていましたことから混雑解消対策として、
開業日を年間362日（前年比59日増）とするこ
とになりました。 

（理由） 

◎飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します。◎飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します。◎飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します。

☆料金☆　・予防注射料　３,０５０円　・登録手数料　３,０００円 

　　　　　◎おつりがいらないようにお願いします。 

●問い合わせ　粕屋町環境課　☎９３８－２３１１（内線４９２・４９３）　 

◇生後91日以上の犬は、生涯一度の登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です◇ 

[日程表] 

日 班 場　　所 時　　間 班 場　　所 時　　間 

酒殿区公民館 １０：００～１０：４０ ＪＲ門松駅前 １０：００～１０：２０ 

甲仲原区公民館 １１：００～１１：５０ 葛葉ごみ集積所前 １０：４０～１１：１０ 

上大隈区公民会館 １３：１０～１３：５０ 粕屋フォーラム前 １１：３０～１１：５０ 

なかのはら防災公園 １３：１０～１３：４０ 

花ヶ浦区公民館前広場 １４：００～１４：５０ 

朝日区公民館 １０：００～１０：２０ 江辻区公民館 １０：００～１０：３０ 

長福公園 １０：４０～１１：００ 柚須文化センター １１：００～１１：５０ 

中央スポーツ公園 １１：２０～１１：５０ 大隈区公民館 １３：１０～１３：５０ 

志賀神社 １３：１０～１３：５０ 

原町区公民館 １４：１０～１４：５０ 

阿恵公園 １０：００～１０：５０ 内橋一区公民館 １０：００～１０：４０ 

柚須文化センター １１：１０～１１：５０ 戸原区公民館 １１：００～１１：５０ 

川原防火用水前 １３：１０～１３：３０ 内橋三区公民館 １３：１０～１３：４０ 

乙仲原西区公民館 １３：５０～１４：１０ 内橋二区公民館 １３：５０～１４：１０ 

長者原中区公民館 １４：３０～１４：５０ 若宮区公民館 １４：３０～１４：５０ 

2 

粕屋町役場裏 １４：１０～１４：５０ 

粕屋町役場裏 １４：１０～１４：５０ 

2 

2 

　　　 

4/12 
（月） 

4/13 
（火） 

4/14 
（水） 

1 

1 

1 

　　　登録がお済みでない犬も、会場で登録と予防注射を受けることができます。
　　なお、次の事項に該当する犬は注射ができない場合がありますので、事前に動物病院へ相談してください。
　　　〇体調が悪い 
　　　〇発情中、妊娠中、授乳中 
　　　〇１か月以内に何らかの注射を受けている 

●問い合わせ　北筑昇華苑組合　☎９４２ー１１３６　 
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女性のつどい 
2月13日（土）10:00～　サンレイクかすや 

　町長 町議会議長を初め、多くの来賓の皆さまを迎え開
催しました。第一部は、許斐如（このみゆき）先生に「い
つまでも若さを保つメーキャプ法」の実演を交えた講演
をしていただき、第二部は、竹和の皆さんの和楽器を中
心に４人の息の合った演奏で心がなごみました。 

　京都妙心寺展　見学と交流会 

あいさつ運動 
2月15日（月）7:50～　各小中学校 

独り暮らし高齢者弁当作り 
2月18日（木）8:30～　サンレイクかすや 

郡婦連幹部研修会 
2月27日（土）10:00～　九州国立博物館 

独り暮らし高齢者弁当作り
　8:30～　サンレイクかすや
あいさつ運動
　7:50 ～　各小中学校

4月15日 (木）

4月16日 (金）

　町内にお住まいの女性の皆さん、
親しい仲間でグループ作り活動をし
てみませんか。支部やグループで参
加されるのはもちろん、個人で参加
されても新しいグループとして仲間
が見つかります。 
　どなたでも参加を歓迎しています。
お気軽にお尋ねください。多くの方
の入会をお待ちしています。 
　◎詳しくは　事務局（会長） 
　　　　　　　☎939-2039まで 

は
ぐ
く 

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

新
入
団
員
募
集

　

粕
屋
町
青
年
団
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
粕
屋
町
に

在
住
の
18
歳
〜
24
歳
ま
で
の
方

（
男
女
問
わ
ず
）
な
ら
誰
で
も
入

団
で
き
ま
す
。
町
行
事
の
ス
タ

ッ
フ
、
お
手
伝
い
を
し
て
町
に

貢
献
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
通
し
て
、

新
し
い
仲
間
の
輪
や
友
情
、
集

団
で
の
協
調
性
を
育
む
、
元
気

な
若
者
の
と
て
も
楽
し
い
団
体

で
す
。

　

青
年
団
の
活
動
に
少
し
で
も

興
味
を
も
っ
て
く
だ
さ
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
連
絡
先
〉

k
a
s
u
y
a
s
e
in
e
n
@
y
a
h
o
o
.

c
o
.jp
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瑳
地
若
会 

昼
の
部
Ａ

陶
芸
・
染
織「
工
房
Ｍ
」

中
央
民
謡
教
室

水
墨
画
教
室

　
　
（
泰
風
黒
彩
画
教
室
）

け
い
こ 

部　

の　

紹　

介 

さ
ま
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
サ
ン
レ
イ

ク
で
の
「
お
さ
ら
い
会
」
な
ど
発
表

の
場
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

踊
り
の
お
好
き
な
方
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
講
師　

深
山
喜
公
幸 

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
日
時　

毎
週
水
曜
日 

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午 

●
連
絡
先　

𠮷
田
ユ
リ
カ 

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
６
９
５
４ 

  「
新
作
展
」
開
催 

　

工
房
Ｍ
は
、
新
し
い
生
徒
さ
ん
も

増
え
て
、
明
る
く
楽
し
い
教
室
で
す
。 

　

講
師
は
、
次
世
代
を
担
う
西
日
本

選
抜
陶
芸
作
家
に
選
出
さ
れ
、
全
国

陶
芸
展
で
活
躍
し
て
い
る
女
流
で
す
。 

　

陶
芸
教
室
で
は
、
女
性
に
も
嬉
し

い
小
物
か
ら
本
格
技
法
の
工
芸
品
ま 

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 

No.219 

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
で
、
水
曜
日

に
お
稽
古
し
て
お
り
ま
す
踊
り
教
室

で
す
。

　

先
生
の
踊
り
に
対
す
る
す
ば
ら
し

い
姿
勢
を
敬
い
、
日
ご
ろ
忘
れ
か
け

て
い
る
、
人
と
し
て
の
在
り
方
な
ど

を
ご
指
導
く
だ
さ
る
こ
と
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

年
齢
（
最
高
80
歳
）、
踊
り
歴
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
が
皆
仲
良
く
お
互
い

の
弱
点
を
カ
バ
ー
し
つ
つ
「
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

練
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

文
化
協
会
主
催
の
発
表
会
、
敬
老

会
ま
た
一
年
間
の
練
習
の
成
果
を
皆

で
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

染
織
教
室
で
は
、
講
師
の
全
国
展

で
入
選
し
た
実
績
を
生
か
し
、
草
木

染
、
手
紡
ぎ
、
手
織
り
を
楽
し
み
な

が
ら
本
格
技
法
を
学
べ
ま
す
。 

　

昨
年
の
工
房
Ｍ
初
窯
開
き
で
は
、

お
か
げ
さ
ま
で
大
変
ご
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
５
月
２
日

（
日
）
〜
４
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
の
期
間
に
て
「
工
房
Ｍ
新
作

展
２
０
１
０
」
を
行
い
ま
す
。
工
芸

展
受
賞
作
品
か
ら
日
用
陶
器
ま
で
心

和
む
作
品
に
加
え
、
今
回
は
世
界
初

の
「
ジ
ュ
エ
リ
ー
陶
器
」、
手
染
め

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
（
本
物
な

の
に
枯
れ
な
い
花
）
作
品
、
染
織
作

品
な
ど
を
多
数
展
示
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
高
覧
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

松
尾 

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
７
２
７
２ 

　

私
た
ち
は
、
常
に
お
腹
の
底
か
ら

声
を
張
り
上
げ
唄
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
な
り
元
気
に
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
文
化
協
会
の
催

し
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夏
は
ゆ
か

た
会
、
冬
は
唄
い
お
さ
め
会
。
和
気

あ
い
あ
い
の
中
に
人
と
人
と
の
交
流

を
深
め
練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

民
謡
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ

一
度
練
習
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
。

会
員
一
同
あ
な
た
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

●
日
時　

第
１
〜
第
４
金
曜
日 

　

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分 

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
講
師　

中
野
文
敏 

●
連
絡
先　

田
代
ウ
メ
ノ 

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
１
６
３
９ 

   　

皆
、
頑
張
っ
て
楽
し
く
習
っ
て
い

ま
す
。 

　

講
師
の
先
生
は
、
東
京
の
水
墨
画

の
理
事
で
す
。
中
国
で
も
有
名
な
先

生
で
す
。 

　

現
在
、
生
徒
は
80
人
ほ
ど
で
、
16

の
教
室
が
あ
り
ま
す
。 

　

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。 

　

月
謝
は
、
月
３
千
円
で
す
。 

●
練
習
日　

毎
週
第
２
・
第
４
木
曜

　

日　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時 

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

●
講
師　

秦　

生 

●
内
容　

山
水
画
、
花
蝶
画
、
美
人

　
　
　
　

画
、
書
な
ど 

●
連
絡
先　

長
谷 

　

☎
０
８
０（
５
２
８
４
）１
４
９
７ 

 

芸術祭（作品展示、舞台発表）
　文化協会への理解を深めていただく「芸術祭」を
迎えました。会員の方々は、日々の練習の成果を
他の会員や町民の方々に十分鑑賞していただき、
町の芸術文化の向上に貢献してほしいと思います。
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２
月
８
日
（
月
）・
９
日
（
火
）

研
修
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。
８

日
の
朝
は
暖
か
く
、
２
台
の
バ
ス

に
70
名
、
粕
屋
か
ら
は
25
名
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
４
名
参
加
し
ま
し

た
。 

　

昼
食
場
所
の
安
心
院
の
ワ
イ
ン

工
場
ま
で
、
す
ば
ら
し
い
景
色
を

車
窓
か
ら
楽
し
み
、
昼
食
後
は
九

電
八
丁
原
地
熱
発
電
所
の
見
学
を

し
、
ホ
テ
ル
に
着
き
ま
す
と
ホ
テ

ル
自
慢
の
エ
ン
ゼ
ル
君
（
犬
）
が

出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
夕
食
の

宴
会
は
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、
カ

ラ
オ
ケ
も
時
間
が
足
り
な
い
く
ら

い
で
し
た
。
翌
朝
は
雨
模
様
で
し

た
が
、
原
尻
の
滝
に
着
く
こ
ろ
は

雨
も
あ
が
り
、
す
ば
ら
し
く
美
し

い
景
色
に
皆
感
動
し
つ
つ
帰
福
し

ま
し
た
。 

　

ゆ
っ
た
り
し
た
行
程
で
、
久
し

振
り
の
出
合
い
に
バ
ス
の
中
は
話

が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
に
ぎ
や
か

で
し
た
。
降
り
る
時
は
両
手
に
持

No.112 

粕
屋
地
区
身
障
者
研
修 

旅
行
に
参
加
し
て 

第
３
回
粕
屋
町
商
工
会 

節
分
祭
の
豆
ま
き
に 

参
加
し
て 

い 

 ボランティア 
活動ができる 
方・したい方 

 

募 
集 

　ボランティアセンターには、
多種多様なボランティアの依
頼があります。 
　趣味と特技を活かせる場の
一つとして、活動しませんか。
まずは自分の余暇の過ごし方
の方法として無理せず、都合
の良い時に活動する個人ボラ
ンティアさんを募集していま
す。お気軽にご相談ください。 
●問い合わせ・申込み 
　かすやボランティアセンター
　☎（９３８）８８３５ 

ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
お
土
産
を
か

か
え
て
、「
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」

と
声
を
か
け
あ
っ
て
別
れ
て
行
き

ま
し
た
。
け
が
も
な
く
無
事
に
帰

れ
た
こ
と
に
感
謝
。
皆
さ
ま
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

七
色
の
会
会
員 

                 　

２
月
６
日
（
土
）、
商
工
会
節

分
祭
の
豆
ま
き
に
参
加
し
ま
し
た
。 

　

第
１
回
・
第
２
回
と
も
に
天
候

が
悪
く
、
今
回
は
朝
か
ら
青
空
で

豆
ま
き
に
も
っ
て
こ
い
の
天
気
で

し
た
。
ま
た
、
観
客
も
ず
い
ぶ
ん

増
え
て
、
節
分
祭
が
定
着
し
た
こ

と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　

そ
の
中
で
太
鼓
チ
ー
ム
の
中
に

今
年
の
年
男
、
年
女
が
５
名
い
て

初
め
て
「
袴
」
を
着
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
が
、
大
人
用
で
な
い

と
合
わ
な
い
男
の
子
が
い
て
、
ガ

イ
ア
の
響
結
成
６
年
目
に
な
る
子

ど
も
た
ち
の
成
長
ぶ
り
に
改
め
て

驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
太
鼓
演
奏

は
、
１
年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の

15
名
で
た
た
き
ま
し
た
が
、
こ
の

子
ど
も
た
ち
も
ず
い
ぶ
ん
と
成
長

し
て
、
人
前
で
た
た
く
自
信
が
出

て
き
た
と
思
い
ま
し
た
。
豆
を
ま

く
子
ど
も
た
ち
や
太
鼓
を
た
た
く

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
ま
ば
ゆ
く
、

こ
の
先
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
ず

っ
と
ず
っ
と
続
き
ま
す
よ
う
に
と

心
の
中
で
祈
り
ま
し
た
。 

　

最
後
の
豆
ま
き
に
私
自
身
出
し

て
も
ら
い
、
生
涯
２
度
目
の
「
袴
」

を
着
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ち

な
み
に
１
回
目
は
、
小
学
生
の
学

芸
会
で
家
老
役
を
し
た
時
に
着
た

も
の
で
「
花
さ
か
じ
い
さ
ん
」
の

中
の
役
で
す
。 

　

昔
を
思
い
出
し
懐
か
し
い
節
分

の
豆
ま
き
で
し
た
。 

粕
屋
太
鼓 

ガ
イ
ア
の
響　
 

代
表 

久
我
純
治 
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４月の行事予定 
6日(火) 

 
23日(金) 

４月定例理事会 
　10:00　粕屋町福祉センター 
平成21年度定期総会 
　 9:30　粕屋町福祉センター 

２ 

月 

の 

行 

事 

■「
ふ
ゆ
と
あ
そ
ぼ
う
」 

　
―

あ
そ
び
め
い
じ
ん
に
な
ろ
う―

　
　
　
　
　

    

（
昔
遊
び
の
指
導) 

２
月
17
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分 

粕
屋
西
小
学
校 

　

内
橋
一
区
・
乙
仲
原
西
区
・
阿

恵
区
・
柚
須
区
・
サ
ン
ラ
イ
フ
区

の
各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
参
加
。 

　

粕
屋
西
小
学
校
で
は
、
毎
年
、

校
区
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
と

１
学
年
の
児
童
と
で
、
昔
の
遊
び

を
通
じ
て
交
流
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
ま
だ
底
冷
え
の
す
る

２
月
17
日
、
校
区
内
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
25
名
が
集
ま
り
、
は
ね
つ

き
・
け
ん
だ
ま
・
竹
と
ん
ぼ
な
ど

７
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
別
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
一
人
が
２
つ
の
種

目
に
参
加
で
き
る
よ
う
班
分
け
が

さ
れ
、
１
種
目
に
30
分
ず
つ
時
間

が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
校
長

先
生
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、

会
場
の
体
育
館
に
案
内
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
と
対
面
。

自
己
紹
介
の
後
、
前
半
・

後
半
の
遊
び
方
の
説
明
が

あ
り
、
午
前
11
時
に
始
ま

り
ま
し
た
。
会
員
は
、
そ

れ
ぞ
れ
得
意
と
す
る
コ
ー

ナ
ー
に
別
れ
、
各
自
昔
の

遊
び
を
思
い
出
し
、
孫
の
よ
う
な

児
童
に
、
遊
び
の
「
コ
ツ
」
を
教
え

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
は
じ

め
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か

う
ま
く
出
来
る
よ
う
に
と
、
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
、
何
度
も
何
度
も

く
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
段
々
上

手
く
な
っ
て
い
く
子
、
も
う
少
し

の
子
、
中
々
う
ま
く
い
か
な
い
子
、

な
ど
な
ど
で
し
た
が
、
一
生
懸
命

に
打
ち
込
ん
で
い
る
姿
に
、
教
え

て
良
か
っ
た
と
、
逆
に
元
気
を
も

ら
っ
た
気
が
し
た
も
の
で
す
。
30

分
２
種
目
の
時
間
は
、
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
、
会
員
も
一
緒
に
楽

し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
終
わ
り
に
子
ど
も
た
ち

か
ら
、
元
気
に
今
日
の
感
想
発
表

と
お
礼
の
言
葉
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る
、

教
室
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
「
給

食
」、「
お
昼
」
を
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
始
め
と
終
わ
り
に
は
、

大
き
な
声
で
「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
」
と
食
事

の
あ
い
さ
つ
。
子
ど
も
た
ち
と
楽

し
い
語
ら
い
、
生
き
生
き
と
し
た

食
べ
方
に
つ
ら
れ
て
「
完
食
」。
本

当
に
楽
し
い
一
日
で
し
た
。
１
学

年
の
担
任
の
先
生
方
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

（
阿
恵
区　

谷
川
研
一
会
長　

記
） 

　

平
成
22
年
の
新
し
い
年
度
を
迎

え
、
粕
屋
町
の
各
老
人
ク
ラ
ブ
で

も
、
会
長
さ
ん
や
役
員
の
方
の
交

代
が
あ
っ
た
り
、
新
し
い
役
割
分

担
に
つ
い
た
り
と
、
変
動
が
見
ら

れ
ま
す
。
昨
今
、
改
革
ば
や
り
。

政
治
を
は
じ
め
色
々
な
分
野
で
変

革
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
新
し

い
人
・
組
織
で
、
新
し
い
企
画
・

実
践
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
員
の

方
々
に
も
、
特
色
あ
る
企
画
を
提

案
し
て
い
た
だ
き
、
活
動
に
積
極

的
に
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  

■
２
月
定
例
理
事
会 

２
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時 

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー 

▽
２
月
３
日
の
行
事
計
画
に
つ
い

て
、
２
月
17
日
粕
屋
西
小
学
校
児

童
に
昔
遊
び
の
指
導
。
校
区
の
関

係
ク
ラ
ブ
の
打
合
せ
。▽
３
月
18

日
第
３
回
高
齢
者
学
級
の
実
施
要

領
。
講
師　

木
村
辰
也
様
・
演
題

「
貝
原
益
軒
の
養
生
訓
」10
時
か
ら

開
催
。▽
３
月
24
日
各
単
位
ク
ラ

ブ
の
新
旧
会
長
・
女
性
部
長
の
引

継
会
な
ど
。 
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国
内
の
麻
し
ん
（
は
し
か
）
を
排

除
す
る
た
め
、
年
長
児(

第
２
期)
に

加
え
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
平
成
25

年
３
月
ま
で
の
５
年
間
の
期
限
措
置

と
し
て
、
中
学
１
年
生
（
第
３
期
）

及
び
高
校
３
年
生
（
第
４
期
）
を
対

象
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

の
補
足
接
種
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
（
平
成
22
年
４
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
必
ず

接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。 

年
長
児
・
中
学
１
年
生
・
高
校
３

年
生
相
当
年
齢
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
方
へ

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん 

混
合
）
ワ
ク
チ
ン
の
接
種 

を
し
ま
し
ょ
う 

●対象年齢 

●
実
施
場
所　

福
岡
県
内
の
指
定
医

療
機
関　

(

詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い) 

●
接
種
費
用　

接
種
費
用
は
、
無
料

で
す
。（
無
料
で
受
け
ら
れ
る
年
齢

を
過
ぎ
た
場
合
は
、
任
意
接
種
と

な
り
有
料
と
な
り
ま
す
） 

●
予
診
票　

専
用
の
予
診
票
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
お

受
け
取
り
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
国
保
健
康

課
健
康
推
進
係
（
粕
屋
町
健
康
セ

ン
タ
ー
内
）☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

 

第２期 

第３期 

第４期 

小学校入学の 
前年度 
(年長児) 

平成16年4月2日生まれ 
　～平成17年4月1日生まれ 

対象となる学年 平成22年度の対象者

中学１年生 
平成9年4月2日生まれ 
　～平成10年4月1日生まれ 

平成4年4月2日生まれ 
　～平成5年4月1日生まれ 

高校３年生 

麻しん・風しん両方にかかったことがある方は、
対象にはなりませんのでご注意ください。

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、 

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で 

No.73 

第
３
回
粕
屋
町
商
工
会 

節
分
大
祭
お
礼 

工
業
・
建
設
業
部
会
地
域
貢
献 

事
業
（
住
宅
修
理
奉
仕
活
動
） 

報
告 

　

２
月
６
日
（
土
）、
駕
輿
八
幡
宮

に
お
き
ま
し
て
、
粕
屋
町
商
工
会

主
催
に
よ
る
「
第
３
回
粕
屋
町
商

工
会
節
分
大
祭
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
も

の
の
、
２
月
ら
し
い
寒
さ
の
中
、

「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
の
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
で
参
加
者
は
豆
を
蒔

き
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
し
ま

し
た
。
粕
屋
町
商
工
会
節
分
大
祭

へ
の
参
加
者
、
出
演
者
、
多
数
の

関
係
者
及
び
出
店
事
業
者
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
操

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

　

粕
屋
町
商
工
会
工
業
・
建
設
業

部
会
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
の

ご
愛
顧
に
応
え
る
と
と
も
に
、
ご

高
齢
の
方
々
が
い
き
い
き
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
心
豊
か
な
住
み

よ
い
町
」
を
築
く
た
め
、
高
齢
者

世
帯
を
対
象
に
住
宅
の
チ
ョ
ッ
と

し
た
修
理
な
ど
を
手
間
賃
無
料
で

奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
地
域
貢
献

事
業
（
住
宅
修
理
奉
仕
活
動
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

お
申
し
込
み
６
件
の
内
、
奉
仕

作
業
と
し
て
は
３
件
で
し
た
が
、

奉
仕
作
業
の
要
件
に
合
わ
な
い
部

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
の
信

頼
の
お
け
る
会
員
事
業
者
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

住
ま
い
の
こ
と
で
お
困
り
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
内
事
業
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
粕
屋
町

商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い
て

引
き
続
き
６
か
月
以
上
、
営
業

所
・
事
務
所
・
工
場
・
事
業
所
を

有
す
る
商
工
業
者
で
す
。

　

商
工
会
員
は
、
無
料
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
が
開
設

で
き
ま
す
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.k
a
su
y
a
-sh
o

ko
ka
i.o
r.jp
/

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
商
工
会

粕
屋
町
商
工
会
へ
の
入
会
及
び 

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の 

掲
載
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催 

ま 

こ
た 
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対象となる 
電話 

通知される 
位置情報 

第3世代携帯電話 
（GPS機能付） 

位置情報 
（緯度・経度） 
を地図上に表示 

IP電話及び 
固定電話など 
（電話番号が050で 
始まる電話サービス 
は除く） 

住所を地図上に
表示

１
．

シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
は
、
平
成
22

年
５
月
（
予
定
）
か
ら
、
統
合
型
位

置
情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
携
帯
電
話
・
I
P
電
話
及

び
N
T
T
固
定
電
話
か
ら
の
１
１
９

番
通
報
時
に
、
音
声
と
併
せ
て
通
報

者
の
発
信
位
置
情
報
が
通
知
さ
れ
、

地
図
上
に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
で

す
。（
以
前
は
、
N
T
T
の
固
定
電

話
・
I
P
電
話
だ
け
が
発
信
位
置
情

報
を
表
示
可
能
で
し
た
。）

　

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、
１

１
９
番
通
報
時
に
発
信
位
置
の
確
認

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
よ
り
早
い
救

急
車
や
消
防
車
の
出
場
に
つ
な
が
り
、

救
命
率
の
向
上
や
災
害
被
害
の
軽
減

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

１
１
９
番
緊
急
通
報
に
係
る
位
置
情
報 

通
知
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
に
つ
い
て 

『
平
成
22
年
度 

第
１
回
危
険 

物
取
扱
者
試
験
』
及
び
『
試
験 

準
備
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ 

『
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
』 

の
お
知
ら
せ 

　

危
険
物
取
扱
者
の
資
格
は
、
一
定

数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は

取
扱
う
工
場
・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・

石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
・
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う

と
き
に
必
要
で
す
。 

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験 

●
日
時　

６
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時 

●
会
場　

日
本
経
済
大
学 

●
試
験
種
目　

全
種
類 

●
受
付
期
間　

４
月
19
日
（
月
）
〜 

　

４
月
30
日
（
金
） 

●
受
験
料 

　

甲
種　

５
，
０
０
０
円 

　

乙
種　

３
，
４
０
０
円 

　

丙
種　

２
，
７
０
０
円 

●
願
書　

４
月
７
日
（
水
）（
予
定
）

か
ら
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本

部
・
南
部
消
防
署
・
中
部
消
防
署

に
用
意
し
て
い
ま
す
。 

●
受
験
願
書
の
提
出
先
及
び
問
い
合

わ
せ　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎（
２
８
２
）
２
４
２
１ 

◎
試
験
準
備
講
習
会 

●
日
時　

６
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時 

●
会
場　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部　

４
階
研
修
室 

●
講
習
科
目　

乙
種
第
四
類 

●
受
講
料 

　

一
般…

５
，
４
０
０
円 

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
） 

　

防
災
協
会
会
員…

４
，
９
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
） 

●
受
付　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部
予
防
課
危
険
物
係　
　
　
　

 

　

４
月
８
日
（
木
）（
予
定
）
〜
５
月

31
日
（
月
）
平
日
の
み
（
午
後
５
時

ま
で
） 

　

た
だ
し
、
60
名
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部
予
防
課
ま
で 

　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９ 

   　

平
成
22
年
度
、
第
１
回
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
14
日（
金
）・
15
日（
土
）

の
２
日
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

●
会
場　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防

本
部　

４
階
研
修
室　

 

●
受
講
料　

５
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
込
み
） 

●
受
付
期
間　

４
月
15
日
（
木
）〜
５

月
７
日
（
金
） 

※

平
日
午
後
５
時
ま
で
の
受
付
と
な

り
ま
す
。 

●
申
込
方
法　

講
習
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
・
押
印
の
う
え
、
受

講
料
及
び
写
真
１
枚
を
添
え
て
粕

屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※

申
込
書
は
、
粕
屋
南
部
消
防
組
合

消
防
本
部
・
中
部
消
防
署
に
用
意

し
て
い
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
南
部
消
防
組

合
消
防
本
部
予
防
課
ま
で 

　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９ 

 

２
．

対
象
と
な
る
電
話
と
通
知
さ
れ

　
　

る
位
置
情
報
な
ど

▼
本
シ
ス
テ
ム
の
対
象
と
な
る
携
帯

電
話
の
機
種
や
G
P
S
対
応
機
種
に

つ
い
て
は
、
各
携
帯
電
話
事
業
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
G
P
S
機
能
付
の
第
３
世
代
携
帯

電
話
か
ら
の
通
報
で
あ
っ
て
も
、
建

物
内
か
ら
発
信
し
た
場
合
は
、
電
波

測
位
障
害
な
ど
に
よ
り
位
置
情
報
の

精
度
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

３
．

留
意
事
項

▼「
１
８
４
」
付
加
に
よ
る
番
号
非

通
知
発
信
の
場
合
、
位
置
情
報
は
通

知
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
人
の
生
命
や
身
体
な
ど

に
差
し
迫
っ
た
危
険
が
認
め
ら
れ
、

緊
急
に
通
知
情
報
が
必
要
で
あ
る
と

判
断
し
た
と
き
は
、
通
知
情
報
を
取

得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
携
帯
電
話
の
機
能
、
そ
の
他
の
条

件
に
よ
り
位
置
情
報
が
十
分
確
認
で

き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１

１
９
番
通
報
の
時
に
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
口
頭
で
住
所
な
ど
通
報
位
置

や
目
印
に
な
る
目
標
物
な
ど
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

　

指
令
課
☎（
９
３
５
）
５
１
１
１
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５ 

春の交通安全県民運動 
期　　　間　　４月６日（火）～15日（木） 
運動の基本　　子どもと高齢者の交通事故防止 
重点項目 
　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用を徹底しよう 
　○自転車の安全利用を推進しよう 
　○飲酒運転を撲滅しよう 

☆☆　交通事故死ゼロを目指す日　４月10日（土）　☆☆ 

　１月19日（火）に天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、東京の日比谷公会堂で開催された「第
50回交通安全国民運動中央大会」での席上におきまして、粕屋安全運転管理協議会が優良安
全運転管理者協議会として福岡県で唯一、全日本交通安全協会長の表彰を受賞されました。 

祝
受
賞

祝
受
賞

祝
受
賞

○ 　昨年の交通事故の発生状況が 
　・朝夕の通勤や通学の時間帯での交通事故が多い。 
　・交差点及び交差点付近での追突や出会い頭の交通事故が多い。 
　　　特に午後４時～午後６時の間での死者数が最も多い。 
　・歩行中に亡くなる高齢者が全体の半数以上である。 
　ということなどから、私たち一人一人が交通事故に遭わないために、交通事故が多発している朝
夕の通勤や通学の時間帯及び追突や出会い頭の交通事故が多い交差点や交差点付近などを通行す
る際には、特に安全確認を十分にして交通事故に遭わないようにしましょう。 
　また、死者数の49.2％が高齢者であり、歩行中に交通事故に遭って亡くなられる高齢者の方が
多いことなどから夕暮れ時や夜間に外出される際には明るい色の服を着て外出しましょう。 
○ 　４月は、新入学（園）シーズンを迎えます。 
　子どもの交通事故で最も多いのが「飛び出し」です。 
　交通事故の主な原因は、「駐車車両の直前後の横断」「走行車両の直前後の横断」「ひとり歩き」「信
号無視」などです。 
　保護者の方たちが、お子さんと一緒に外出した時などに、実際の道路で信号の意味や道路の横
断の仕方について「どうすれば安全なのか、どんなところに危険がひそんでいるのか」などを具体的
に分かりやすく教えて、子どもさんを交通事故から守りましょう。 

平成21年中の粕屋警察署管内（１市７町）交通事故発生状況 

区　　分 

発 生 数  

前 年 比  

死 者 数  

前 年 比  

傷 者 数  

前 年 比  

古賀市 

420  

＋20  

1  

－２ 

559  

＋25  

宇美町 

202  

＋22  

0  

±0  

2 33  

＋20  

篠栗町 

180  

＋14  

0  

－5  

2 44  

＋41  

志免町 

467  

－1  

1  

＋1  

6 03  

－6  

須恵町 

163  

－2  

0  

－２ 

209  

＋7  

新宮町 

244  

－13  

1  

＋1  

3 39  

＋2  

久山町 

97  

＋5  

0  

±0  

1 46  

＋12  

粕屋町 

563  

＋49  

0  

±0  

7 33  

＋66  

合　計 

2 , 3 36  

＋94  

3  

－7  

3 , 0 6 6  

＋167  
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う 

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》 

〜
第
４
次
総
合
計
画
の
も
と
で
〜

　

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
の
３
番
目

に
、「
人
・
地
域
・
文
化
を
愛
す

る
人
を
育
む
ま
ち
」、
４
番
目
に

「
交
流
と
助
け
合
い
に
よ
り
お
互

い
を
大
切
に
し
あ
え
る
ま
ち
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
２
つ
の
目
標
を

実
現
す
る
た
め
に
、
社
会
教
育
計

画
書
で
は
「
知
り
合
う
・
助
け
合

う
・
学
び
合
う
」
と
い
う
キ
ー
ワ

ー
ド
を
諸
活
動
の
基
本
に
据
え
て

町
民
の
皆
さ
ん
の
社
会
教
育
活
動

が
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う

に
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
欄
で
は
今
後
12
回
に
わ
た

っ
て
、
社
会
教
育
活
動
が
目
指
し

て
い
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
あ
る
の
か
順
を
追
っ
て
紹
介
を

し
て
い
き
ま
す
。

〜
社
会
教
育
と
は
〜

　

社
会
教
育
法
第
二
条
に
、
社
会

教
育
と
は
学
校
教
育
活
動
を
除
き
、

主
と
し
て
青
少
年
及
び
成
人
に
対

し
て
行
わ
れ
る
組
織
的
な
教
育
活

動
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
を
援
助
し
諸
活
動
を

奨
励
す
る
た
め
の
事
務
は
教
育
委

員
会
の
所
管
で
す
。

　

社
会
教
育
の
そ
も
そ
も
の
目
的

は
、
生
き
る
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
社
会
性
の
習
得
で
す
。
人
は
独

り
で
は
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。

　

周
り
の
人
に
陰
に
陽
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
優
し
さ

を
周
り
に
向
け
て
助
け
合
い
、
皆

が
心
安
ら
か
に
暮
ら
す
方
策
を
互

い
に
学
び
続
け
よ
う
と
す
る
資
質

が
社
会
性
の
基
盤
に
な
り
ま
す
。

〜
あ
り
が
と
う
は
後
の
句
〜

　

あ
り
が
と
う
と
い
う
感
謝
の
言

葉
は
響
き
も
美
し
く
大
切
な
言
葉

で
す
。
で
も
、
弱
点
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
待
っ
て
い
る
言
葉
と
い
う

こ
と
で
す
。
誰
か
に
ど
う
ぞ
と
先

に
言
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
口
に
出

せ
な
い
の
で
す
。

　
「
み
ん
な
で
創
ろ
う
」
と
い
う

言
葉
に
は
、
み
ん
な
が
暮
ら
し
の

そ
こ
こ
こ
で
ど
う
ぞ
と
声
を
発
し

ま
し
ょ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

　

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
申
請
さ
れ
る
方
は

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
さ
れ

て
も
表
彰
数
に
は
、
一
定
の
枠
が
あ

り
ま
す
の
で
、
表
彰
さ
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。） 

●
必
要
書
類 

▽
優
良
運
転
者
表
彰
申
請
書 

　
（
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会
・
粕
屋

　

町
役
場
総
務
課
生
活
防
災
係
に
準

　

備
） 

▽
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書 

　
（
４
月
１
日
以
降
発
行
の
も
の
） 

　
○

無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
は
、
自

動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
で
発
行

し
て
い
ま
す
。 

　
○

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー 

　
（
福
岡
県
警
察
本
部
内
） 

　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７
番
７
号 

　

☎(

６
４
１) 

６
３
６
４ 

〈
注
〉
右
記
セ
ン
タ
ー
で
直
接
手
続

さ
れ
ま
す
と
、
土
・
日
・
祝
日
を

除
い
て
４
日
間
く
ら
い
で
証
明
書

が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
郵
便
振
替

の
方
法
で
は
、
10
〜
14
日
間
く
ら

い
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
受

付
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
早
め
に
手

続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。（
郵
便

振
替
用
紙
は
、
警
察
署
・
交
番
に

準
備
し
て
い
ま
す
。） 

▽
運
転
免
許
証
及
び
交
通
安
全
協
会

　

員
証
の
コ
ピ
ー 

▽
過
去
に
優
良
運
転
者
と
し
て
表
彰

　

を
受
け
た
人
は
最
終
表
彰
状
の
コ

　

ピ
ー
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
） 

●
申
請
先　

粕
屋
地
区
交
通
安
全
協

会(

郵
送
可　

※
前
記
必
要
書
類

完
備) 　

〒
８
１
１
ー
２
３
０
１

粕
屋
町
大
字
上
大
隈
１
４
７
ー
１

(

粕
屋
警
察
署
内
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　

・
粕
屋
地
区
交
通
安
全
協
会 

　
　

 

☎（
９
３
９
） 

３
０
３
０ 

　

・
粕
屋
警
察
署
交
通
課
総
務
係 

　
　

 

☎(

９
３
９) 

０
１
１
０ 

①粕屋地区交通安全協会長表彰 
　［受賞資格］５年以上継続運転、５年以上無事故、無違反 
　　※管内居住、原則協会会員 

②粕屋警察署長・粕屋地区交通安全協会長連名表彰 
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、無違反、 
　　　10年以上犯罪行為が無い 
　　※管内居住、原則協会会員 

③県警察本部長・県交通安全協会長連名表彰 
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、無違反、 
　　　10年以上犯罪行為が無い　かつ②の受賞者 
　　※管内居住、原則協会会員 

④全日本交通安全協会長（交通栄誉賞緑十字銅章）表彰 
　［受賞資格］10年以上継続運転、10年以上無事故、5年以上、 
　　無違反、5年以上犯罪行為が無い　かつ③の受賞者 
　　※管内居住、原則協会会員 

⑤九州管区警察局長・九州交通安全協会長表彰 
　［受賞資格］15年以上継続運転、20年以上無事故、10年以上 
　　無違反、10年以上犯罪行為が無い　かつ④の受賞者 
　　※管内居住、原則協会会員 

５
月
10
日
（
月
）〜
６
月
21
日
（
月
） 

4
月
15
日
（
木
）〜
５
月
10
日
（
月
） 

11
月
下
旬 

11
月
16
日
（
火
） 

表彰種別・受賞資格 表彰
予定

受付 
期間 平

成
22
年
度 

優
良
運
転
者
表
彰
の 

申
請
に
つ
い
て 
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肝
臓
機
能
障
害
に
よ
る 

身
体
障
害
者
手
帳
が 

交
付
さ
れ
ま
す 

発
達
障
害（
児
）者
の
方
も
障 

害
者
自
立
支
援
法
の
障
害
福
祉 

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
す 

　

４
月
１
日
か
ら
身
体
障
害
者
手
帳 

に「
肝
臓
機
能
障
害
」が
追
加
さ
れ
ま

す
。 

　

身
体
障
害
者
手
帳
指
定
医
の
診
断

を
受
け
て
、
県
の
審
査
の
結
果
で
認

定
基
準
を
満
た
す
方
に
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で

き
ま
す
。 

　

申
請
書
類
は
、
住
民
福
祉
課
で
配

布
し
て
い
ま
す
。 

▽
認
定
基
準　

主
と
し
て
肝
臓
機
能

障
害
の
重
症
度
分
類
で
あ
る

Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ―

Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
分
類
に

よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。
三
か
月
以

上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
に
該
当
す
る
方
が
、

概
ね
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
診
断

前
の
六
か
月
間
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

摂
取
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。 

※

Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ―

Ｐ
ｕ
ｇ
ｈ
分
類 

　
　

肝
性
脳
症
、
腹
水
、
血
清
ア
ル

ブ
ミ
ン
値
、
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
時

間
、
血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
に
よ

っ
て
肝
臓
機
能
障
害
の
重
症
度
を

評
価
し
ま
す
。 

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

　

係　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１ 

４
月
１
日
か
ら 

福
祉
タ
ク
シ
ー
の
申
請 

受
付
を
行
い
ま
す 

  

粕
屋
町
で
は
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の

一
部
補
助(

福
祉
タ
ク
シ
ー)

を
今
年

度
も
行
い
ま
す
。 

●
対
象
者 

▽
在
宅
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

で ①
視
覚
障
害
の
一
級
と
二
級
の
方 

②
下
肢
不
自
由
又
は
体
幹
機
能
障

害
の
一
級
と
二
級
の
方 

③
心
臓
機
能
障
害
、
腎
臓
機
能
障

害
、
呼
吸
器
機
能
障
害
、
ぼ
う

こ
う
機
能
障
害
、
直
腸
又
は
小

腸
機
能
障
害
の
一
級
の
方 

④
肝
臓
機
能
障
害
の
一
級
と
二
級

の
方（
今
年
度
よ
り
） 

▽
在
宅
の
療
育
手
帳「
Ａ
」を
お
持
ち

の
方 

▽
在
宅
の
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

を
お
持
ち
の
方 

▽
在
宅
の
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方 

※

施
設
に
入
所
又
は
病
院
に
入
院
中

の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

※

複
数
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
名
、
障
害
等
級

で
対
象
者
を
判
断
す
る
た
め
、
合

計
の
障
害
等
級
が
該
当
し
て
い
て

も
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

（
例
）上
肢
三
級
、
下
肢
三
級
で
合
わ

せ
て
二
級
の
方
は
対
象
に
は
な
り

ま
せ
ん
。 

●
補
助
額 

　

一
乗
車
に
つ
き
、
タ
ク
シ
ー
の
小

型
又
は
中
型
の
初
乗
料
金
の
額 

※

人
工
透
析
を
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

い
て
は
、
通
常
の
２
倍
の
補
助
と

な
り
ま
す
。 

●
申
請
書
の
受
付 

　

４
月
１
日（
木
）か
ら
、
役
場
住
民

福
祉
課
に
て
受
付 

※

ご
家
族
以
外
の
代
理
の
方
の
申
請

は
、
委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

●
申
請
に
必
要
な
も
の 

▽
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
又
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳 

▽
印
鑑 

※

昨
年
度
交
付
を
受
け
ら
れ
て
い
る

方
は
、
残
っ
て
い
る
チ
ケ
ッ
ト
も

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

係　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１ 

　

発
達
障
害（
児
）者
に
つ
い
て
は
、

知
的
障
害
を
伴
う
場
合
は
知
的
障
害

者
及
び
精
神
障
害
者
と
し
て
、
知
的

障
害
を
伴
わ
な
い
場
合
は
精
神
障
害

者
と
し
て
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が

で
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
医
師
の
診
断
な
ど
に
よ
り
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得

が
可
能
で
す
。 

※

手
帳
を
所
持
し
て
い
な
い
児

童
に
つ
い
て
も
、
医
療
機
関

又
は
健
診
機
関
な
ど
か
ら
療

育
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は「
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」（
療
育
訓
練
）を
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど

に
つ
い
て
は
、
住
民
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

　

係　

☎（
９
３
８
）２
３
１
１ 

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ 

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
は
、

被
保
険
者
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
及
び
早
期
発
見
・
早
期
治

療
を
目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実
施

い
た
し
ま
す
。 

　

被
保
険
者
全
員
に
、
４
月
下
旬
に

受
診
票
と
お
知
ら
せ
を
送
付
い
た
し

ま
す
。 

●
受
診
対
象
者　

被
保
険
者
。
た
だ

し
、
健
康
診
査
の
目
的
か
ら
、
生

活
習
慣
病(※

)

の
治
療
を
受
け
て

い
る
方
な
ど
は
対
象
者
と
な
り
ま

せ
ん
。 

※

生
活
習
慣
病
と
は
、
が
ん
、
脳
血

管
疾
患
、
心
疾
患
、
動
脈
硬
化
症
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
脂
質
異
常

症
、
心
臓
病
な
ど
で
す
。 

●
受
診
期
間　

４
月
下
旬
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で 

●
受
診
票
の
送
付
時
期 

ア　

４
月
末
ま
で
に
被
保
険
者
と

な
る
方…

…

４
月
下
旬 

イ　

５
月
以
後
に
被
保
険
者
と
な

る
方…

…

被
保
険
者
と
な
る

月（
75
歳
の
誕
生
月
な
ど
）の

上
旬 

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金 

　

一
人
５
０
０
円 

●
受
診
の
方
法　

健
康
診
査
の
実
施

医
療
機
関
で
個
別
に
予
約
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
後
期
高
齢

　

者
医
療
広
域
連
合
事
業
課
給
付
班

　
（
福
岡
市
博
多
区
千
代
４
ー
１
ー

　

27
）　

☎（
６
５
１
）３
１
１
１ 
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町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集 

●
募
集
戸
数　

３
戸 

　

・ 

朝
日
１
団
地　

２
戸 

　

・ 

朝
日
３
団
地　

１
戸 

●
抽
選
日　

５
月
12
日
（
水
） 

●
入
居
時
期　

６
月
上
旬
の
予
定 

●
申
込
受
付
期
間 

　

４
月
７
日
（
水
）〜
21
日
（
水
）　 

　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

●
申
込
場
所　

粕
屋
町
役
場
住
民
福

　

祉
課
社
会
福
祉
係 

　

※

高
齢
者
世
帯
の
申
し
込
み
は
で 

　
　

き
ま
せ
ん
。 

　

※

申
込
書
は
、
４
月
５
日(

月)

か

　
　

ら
配
布
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ 

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

　

内
線
４
１
２
・
４
１
３ 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生 

　
　
　

採
用
試
験
案
内 

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生 

　
　
　

採
用
試
験
案
内 

「
初
心
者
弓
道
教
室
」
の 

ご
案
内 

〜
弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
〜 

現
在
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者 

　

平
成
23
年
３
月
高
等
学
校
卒
業
予

定
者
は
、
文
部
科
学
省
・
厚
生
労

働
省
か
ら
示
さ
れ
た
期
日
以
降
に

実
施
し
ま
す
。 

●
応
募
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜 

　

５
月
10
日
（
月
）　

締
切
日
必
着 

●
試
験
日 

▽
１
次
試
験　

５
月
22
日
（
土
） 

　

筆
記
試
験
、
適
性
検
査 

▽
２
次
試
験　

６
月
23
日
（
水
）
〜

28
日
（
月
）
ま
で
の
間
の
指
定
す

る
１
日 

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先 

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
福
岡

　

募
集
案
内
所 

　

☎（
６
０
７
）
４
８
２
６  

　

担
当　

米
田 

    　

粕
屋
弓
友
会
（
粕
屋
町
体
育
協
会

弓
道
部
）
で
は
、
初
心
者
の
た
め
の

「
弓
道
教
室
」
を
開
き
ま
す
。 

●
期
日　

４
月
10
日
（
土
）〜
６
月
12 

　

日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日　

全
10
回 

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

●
場
所　

か
す
や
ド
ー
ム
弓
道
場 

●
対
象　

15
歳
以
上
の
人 

●
定
員　

10
名
（
先
着
順
） 

●
受
講
料　

６
，０
０
０
円 

（
弓
道

法
律
と
暮
ら
し
の 

　
　
　
　

無
料
相
談
会 

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

●
募
集
種
目　

自
衛
隊
幹
部
候
補
生 

●
応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日

現
在
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者 

（
１
）
22
歳
以
上
〜
26
歳
未
満
の
者 

（
２
）
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課

程
を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位

を
受
け
た
者
に
つ
い
て
は
28
歳
未

満
の
者 

（
３
）
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業

し
た
者
（
平
成
23
年
３
月
卒
業
見

込
み
者
を
含
む
）
に
つ
い
て
は
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者 

●
応
募
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜 

　

５
月
10
日
（
月
）　

締
切
日
必
着 

●
試
験
日 

▽
５
月
15
日
（
土
） 

筆
記
試
験　

 

▽
５
月
16
日
（
日
） 

筆
記
式
操
縦
適

性
検
査
（
飛
行
要
員
希
望
者
の
み
） 

●
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先 

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
福
岡

　

募
集
案
内
所 

　

☎（
６
０
７
）
４
８
２
６  

　

担
当　

米
田 

   

●
募
集
種
目　

一
般
曹
候
補
生 

●
応
募
資
格　

平
成
23
年
４
月
１
日

　

各
種
統
計
調
査
に
従
事
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
業
務
内
容　

国
が
実
施
す
る
各
種

統
計
調
査
の
業
務
（
個
人
宅
や
事

業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
調
査
書
類

に
記
入
依
頼
・
回
収
・
点
検
な
ど
）

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

※

調
査
は
不
定
期
で
実
施
さ
れ
ま
す
。 

●
待
遇　

調
査
ご
と
に
調
査
員
手
当

を
支
給
い
た
し
ま
す
。 

●
対
象　

20
歳
以
上
の
健
康
な
方 

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
地
域
振
興

　

課
地
域
振
興
係  

☎（
９
３
８
）
２ 

　

３
１
１
（
内
線
４
７
４
・
４
７
５
） 

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時 

 

統
計
調
査
員
募
集 

　

場
使
用
料
及
び
傷
害
保
険
料
を
含

　

む
） 

●
服
装　

運
動
の
出
来
る
服
装
と
足

　

袋
又
は
厚
手
の
靴
下 

●
申
込
期
限　

４
月
８
日
（
木
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　

松
本　

☎（
９
３
８
）
４
８
０
８ 

　

下
村　

☎（
９
４
８
）
１
２
８
２ 

●
日
時　

４
月
９
日
（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の
前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７ 

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６ 

　

川
口
學
ま
で 
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い
た 

み
ち 

う
た
げ 

お　

も 

か
い
ご
し 

〔
俳
句
〕

臘
梅
の
香
り
に
思
う
母
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
喜
久
代

豆
を
撒
く
声
高
ら
か
に
八
十
路
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

朝
市
に
張
り
切
る
妻
や
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

長
者
姫
悼
む
碑
文
や
梅
一
樹   　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

戸
を
繰
れ
ば
名
庭
園
の
朝
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

抱
え
地
蔵
水
か
け
地
蔵
梅
蕾
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

野
も
山
も
も
っ
こ
も
っ
こ
と
動
く
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

寒
明
や
雲
の
ふ
く
ら
む
空
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

日
の
射
し
て
片
目
開
け
た
る
雪
だ
る

ま   　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

立
春
や
針
紅
白
の
方
位
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

冠
雪
の
由
布
岳
天
に
近
づ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

ト
ン
ネ
ル
の
先
に
開
け
し
花
菜
畑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

着
ぶ
く
れ
の
声
高
々
と
本
を
閉
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

春
霞
釣
人
一
人
向
う
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

雪
し
ま
き
敷
石
道
を
こ
ろ
げ
ゆ
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

初
蝶
の
舞
う
山
里
の
昼
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

本
堂
の
広
さ
に
あ
り
し
余
寒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

霧
晴
れ
て
牛
声
高
し
草
千
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

寒
の
夜
や
月
に
届
く
か
白
い
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

師
を
囲
む
幸
せ
な
る
や
冬
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

曽
孫
来
る
土
曜
日
待
つ
や
春
隣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

新
年
の
宴
寿
ぐ
軒
日
ざ
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

小
春
日
や
ぶ
ら
り
一
人
の
肥
後
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

風
車
持
つ
子
ど
も
の
笑
顔
い
と
し
け

り　
　
　
　
　
　
　
　

  

前
田　

照
子

水
面
か
け
る
冬
鳥
つ
ま
づ
く
も
の
は

な
し　
　
　
　
　
　
　

  

党　
　

悦
子

春
大
根
お
ろ
し
て
御
飯
一
人
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

喜
び
を
地
に
捧
げ
た
る
福
寿
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

ほ
っ
と
し
て
介
護
士
の
声
は
ず
み
け

り　
　
　
　
　
　
　
　

  

安
松　

時
子

〔
川
柳
〕

百
薬
に
断
り
願
う
五
十
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

断
り
も
な
く
災
い
は
や
っ
て
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

そ
の
酒
を
断
る
自
信
有
る
の
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り

餌
付
け
な
ど
目
も
く
れ
ず
し
て
離
れ

猿　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
﨑　

榮
市

チ
ュ
ー
ハ
イ
を
一
気
飲
み
し
て
下
戸

の
難　
　
　
　
　
　
　

  

坂
名　

弘
道

な
ま
は
げ
の
面
の
怖
さ
に
児
を
庇
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

主
導
権
握
る
お
と
こ
の
面
の
皮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

根
っ
か
ら
の
教
師
に
ワ
ル
も
ほ
だ
さ

れ
る　
　
　
　
　
　
　

  

松
永　

節
子

断
面
図
私
の
頭
輪
切
り
さ
れ　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

一
本
の
葦
に
す
が
っ
て
立
ち
泳
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

遺
書
の
こ
す
筆
一
本
が
重
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

恵
方
巻
き
が
ぶ
り
一
本
運
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

欲
の
な
い
葦
一
本
が
枯
れ
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

子
の
ね
だ
り
母
の
ヘ
ソ
ク
リ
絞
り
出

す　
　
　
　
　
　
　
　

  

瀧
本　

章
志

ネ
ズ
ミ
捕
り
と
て
も
優
し
く
絞
ら
れ

る　
　
　
　
　
　
　
　

  

林　

さ
だ
き

嫁
さ
ん
に
雑
布
絞
り
か
ら
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

人
間
を
絞
り
そ
こ
ね
た
神
の
慈
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

〔
短
歌
〕

今
夜
ま
た
夢
を
追
か
け
思
い
出
を
子

供
の
頃
に
も
ど
り
し
我
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

蝋
梅
を
活
け
た
る
館
い
き
い
き
と
身

体
を
き
た
う
老
・
初
老
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
有
効
期

間
（
8
年
間
）
が

満
了
す
る
前
に
、

町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
は
、
花
ヶ
浦
区
の
交
換
対
象
の

お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

 

☎(

６
２
１)

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

 

☎(

９
３
８)

４
５
７
６

長
設
備
工
業 

☎(

９
３
８)

７
１
３
５

㈱
倉
田       

☎(

９
３
８)

２
７
０
８

松
山
工
業
㈱ 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器 

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ 
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御
　

礼
 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 

町の人口 
人　口　 

22年 

21年 

20年 

男 女 世帯数 
２月末現在 

22　年 

前年対比 

36件 

ー2件 

0人 

±0人 

44人 

ー10人 

1月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 
発　生 
件　数 死者数 負傷者数 

区分 

４ 月 の 税 金  

42,107 

40,966 

40,013 

20,905 

20,395 

19,947 

21,202 

20,571 

20,066 

16,793 

16,321 

15,804 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

国民健康保険税　第１期 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
下
区 

長
者
原
下
区
福
寿
会 

長
者
原
下

工
藤　

誠
子 

工
藤　

孝
美 

76 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

江
辻
区
老
人
ク
ラ
ブ 

江　
　

辻 

因　
　

益
男 

因　
　

照
世 

83 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

長
者
原
上 

東
島　

幸
太 

東
島　
　

正 

56 

刃
物
研
ぎ 

（
刃
物
を
生
き
返
ら
せ
ま
す
） 

　

家
庭
の
台
所
な
ど
で
使
用
す
る
包 

丁
・
小
刀
・
は
さ
み
・
鎌
な
ど
の
刃 

研
ぎ
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し 

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
注
文
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

●
日
時　

４
月
21
日 

（
水
） 

　

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分
ま
で 

●
場
所 

　

粕
屋
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

車
庫
前
（
粕
屋
町
駕
与
丁
３
丁
目

　

２
番
21
） 

●
料
金　

１
本
３
０
０
円
〜
５
０
０ 

　

円
程
度 

●
問
い
合
わ
せ　
（
社
）
粕
屋
町
シ
ル 

　

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

　

☎（
９
３
８
） 

３
３
０
０ 

◆粕屋町どんたく隊に参加しませんか。 
元気な粕屋町をPRする約２００人のパレード隊です。 

今年も博多どんたく港まつりに向け、練習会をします。 

曲は昨年と同じ「一心一想」です。 

初心者の方でもお気軽にどうぞ。丁寧に指導いたします。 

※このコーナーについての問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会事務局まで☎938-2311（内線 234） 担当：中山 

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs 

みんなで心ひとつに、想いひとつに踊りました。

どんたく参加日　　５月３日・４日(予定) 
当日の詳しいスケジュールについては、練習会時にお知らせいたします。 

●練習日程・会場　全日程参加できなくてもかまいません 
　4月 7日（水）、14日（水）、21日（水）   
　　　かすやドーム　サブアリーナ  
　　　１９：２０～２１：２０  
　4月 25日（日）   
　　　かすやドーム　メインアリーナ  
　　　１９：００～２１：００  
●持ってくる物    
　室内用運動靴、参加費１００円 
    

４月は 
未成年者飲酒防止 
強調月間です 

（お酒は二十歳になってから） 

福岡国税局・税務局 



粕屋町粕屋町粕屋町

●期　日　　　８月19日（木）～22日（日）　３泊４日
●研修地　　　種子島（鹿児島県）
●研修内容　　種子島での団体生活・自然体験
●募集人数　　団員　小学５・６年生　　50名
　　　　　　　　　　中学生　　　　　10名　　　計60名
　　　　　　　スタッフ　高校生（相当）　　　 若干名
　　　　　　　　　　　  大学生（相当）以上　15名以上
　　　　　　　※申込みが定員を超えた場合は抽選により決定します。
　　　　　　　　なお、今回初めて参加される方を優先しますので、過去に「粕屋町　
　　　　　　　　少年の船」及び「ときめき・体験」に参加された方は、お断りする場　
　　　　　　　　合があります。
●参加費用　　小学生３万円　　中学生３万５千円　　スタッフ　３万円
　　　　　　　※このほかにユニフォーム代として３千円程度必要になります。
●募集期間　　４月１日（木）～４月30日（金）
●応募資格　　◇団員：粕屋町在住の小学５年生以上、中学３年生までの児童・生徒
　　　　　　　◇健康で、研修計画に沿った規律ある団体行動に耐えることができる人
　　　　　　　◇下記の研修に全て参加できる人
　　　　　　　　事前研修　１次研修：６月20日(日)
　　　　　　　　　　　　　２次研修：７月３日(土)・４日(日)
　　　　　　　　　　　　　３次研修：８月７日(土)
　　　　　　　　事後研修　９月12日(日)
　　　　　　　　スタッフ研修　５月22日(土)・23日(日)　※スタッフのみ
●申込書　　　　役場受付・図書館・町内小中学校に置いています。
●申込先・問い合わせ　粕屋町社会教育課　☎９３８－１４１０

募集 
要項 
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

４月の行事予定表４月の行事予定表４月の行事予定表

粕屋町消防団入退団式 10:00～　　　 粕屋中央小グラウンド  

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと・特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成21年6月生まれの児 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子体操 

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について 

4か月児健診 13:40～14:10 健康センター 平成21年12月生まれの児 

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成19年3月生まれの児 

健康相談 9:00～12:00 健康センター 平成22年度から場所が変わりました  

ウォーキング日 9:30            健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます） 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年12月生まれの児 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 母の日の製作 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成20年9月生まれの児 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年12月生まれの児 

親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児 

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備） 

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 砂あそび 

行政相談 10:00～12:00 福祉センター  

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ 

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です 

子育て支援イベント 10:00～11:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象） 

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外遊び 

赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください） 

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室 

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:40 健康センター 平成21年7月生まれの児 

５月上旬の行事予定表旬の行事予定表５月上旬の行事予定表５月上旬の行事予定表

※ＢＣＧ・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 

※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線524・525・526) 
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